
「埼玉県が管理する県道の構造等の基準に関する条例（仮称）」（案）の

概要に対するご意見と県の考え方 
 

        （反映状況の区分） Ａ：意見を反映し、案を修正した 

                  Ｂ：既に案で対応済み 

                  Ｃ：案の修正はしないが、実施段階で参考としていく 

                  Ｄ：意見を反映できなかった 

                  Ｅ：その他 

No. ご意見の内容 意見数 県の考え方 
反映

状況

１ 道路構造令に新たな内容を追加する事項 

 ア 道路整備のスピードアップ（車線数の特例） 

１ 

様々な道路の利用者が道路上で同時

期に道路を通行する場合の様々な状

況を推測して、それぞれの利用者に対

する安全性の確保を図るべきである。

１ 

 この基準は交通量の少ない地方

部の道路に適用します。 

 様々な道路利用者が同時期に通

行しない道路での適用を想定して

います。 

Ｅ 

２ 

待避所の設置に当たっては通行時に

心身の異常を感じた利用者のために、

ベンチやシェルターなど簡易な設備

があると望ましい。 

１ 

 この待避所は交通量の少ない幅

員の狭い地方部の道路で車両のす

れ違いのために設けるものです。 

 短時間の待避を想定していま

す。 

Ｅ 

 イ 歩行者と自転車の通行環境の改善 

１ 

自転車レーンを設置して自動車通行

帯が減少された場合、路線バスの定時

運行に大きな支障がでる。また自転車

運転者への気遣いが必要となり、その

結果として自動車運転速度が落ちれ

ばバスも影響を受ける。交通の円滑化

のため、路線バスの運行に支障を来す

ことのないよう最大限の配慮と再考

を強く求める。 

１ 

 道路交通法第１７条の規定によ

り自転車は車道を通行することが

定められていますが、車道を通行

する自転車が安全に通行できるよ

うに、現地の状況を勘案しながら、

必要がある場合は自転車レーンを

設置できる基準を道路の構造の一

般的技術的基準に加え、道路整備

の選択肢を増やしていきます。 

Ｃ 

２ 

歩行者・自転車優先の整備では公共交

通機関・とりわけ路線バスには極めて

厳しく不利なものがある。車線数やバ

スレーンの削減により、路線バス利用

者の乗降に不便が生じたり、優先発車

の困難な状況はおろかバスの発車に

危険な状況が見受けられた。歩行者・

自転車優先施策の結果、路線バスその

ものの地位低下を招きかねない。路線

バスを排除するような極端な歩行

者・自転車優先思考については街づく

りそのものにも影響を及ぼしかねな

いものとして再考をお願いしたい。 

１ 

 道路交通法第１７条の規定によ

り自転車は車道を通行することが

定められていますが、車道を通行

する自転車が安全に通行できるよ

うに、現地の状況を勘案しながら、

必要がある場合は自転車レーンを

設置できる基準を道路の構造の一

般的技術的基準に加え、道路整備

の選択肢を増やしていきます。 

Ｃ 



No. ご意見の内容 意見数 県の考え方 
反映

状況

３ 

自転車レーンはいかなる天候におい

ても自転車での通行が安全であるよ

うに、滑りにくい舗装、段差の解消、

夜間の視認性など配慮されているこ

と。 

１ 

 実際に自転車レーンの設置基準

を運用していく段階にあたっては

配慮していきます。 Ｃ 

４ 

自転車レーンから歩道への一時的な

移動が可能なように、自転車レーンか

ら歩道へ移動できる段差のないスロ

ープ状の箇所を一定間隔での設置や、

ガードレールの撤去など、配慮するべ

きである。 

１ 

 実際に自転車レーンの設置基準

を運用していく段階にあたっては

配慮していきます。 
Ｃ 

 ウ 特別の事情を有する場合の特例 

１ 

道路上には高齢者や児童あるいは障

害者そして自転車の通行があること

を想定し、これら弱者の安全を確保す

ることを優先に行われていること。 

１ 

 実際に道路を整備するにあた

り、当該規定を適用していく段階

で配慮していきます。 
Ｃ 

２ 

十分な道路幅のない区間では車両の

走行速度を抑制するため、道路へ凹凸

の設置や、道幅の狭くなる手前の区間

で速度抑制を促すために植樹ますの

設置など、対策を講じること。 

１ 

 実際に道路を整備するにあた

り、当該規定を適用していく段階

で配慮していきます。 Ｃ 

２ 道路標識、区画線及び道路標示に関する命令に新たな内容を追加する事項 

１ 

さいたま市の周辺地域の道路上の案

内標識は「さいたま」の表示に加えて

浦和区、大宮区など、その道路がさい

たま市のどの地域へ通じるのか認識

できる表示があるべきである。 

１ 

 この条例は道路法第４５条第３

項の規定により道路標識の寸法の

みを定めるものです。 Ｅ 

３ 移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令に新たな内容を追加する

事項 

１ 

高齢者や障害者あるいは幼児を連れ

た母親や、学校児童や生徒が、支障な

く、円滑、安全に道路通行できるよう

な設備が必要である。 

１ 

 実際に特定道路を整備していく

段階で配慮していきます。 

 
Ｃ 

２ 

一時的に休息できるベンチやシェル

ターなどの簡易な設備の設置が望ま

れる。 

１ 

 道路法第２条においてベンチや

上屋は道路の附属物として位置づ

けられています。 

 この条例においても、特定道路

に設ける歩道等には、代替するた

めの施設がある場合や特別な場合

などを除き、適当な間隔でベンチ

及びその上屋を設けることとして

います。 

Ｂ 



No. ご意見の内容 意見数 県の考え方 
反映

状況

３ 

救急施設への連絡や心臓マッサージ

用の機器などの設置があっても良い

のではないかと思う。 
１ 

 この条例は高齢者、障害者等の

移動等の円滑化の促進に関する法

律第１０条の規定により、移動等

円滑化のために必要な道路法によ

る特定道路の構造に関する基準を

定めるものです。 

Ｅ 

４ 

駅や公共施設を結ぶ道路など多くの

人々の通行するところでは植樹によ

りみどり豊かな道路空間づくりも必

要である。 

１ 

 この条例では、必要がある場合

においては、特定道路に設ける歩

道等と車道等の間に植樹帯、植樹

ます、並木などを設けることとし

ています。 

Ｂ 

４ その他 

１ 

バス路線も多く通行する県道におい

て安定した輸送環境を確保するため、

条例策定前に公共交通事業者に対し

てヒアリング調査などを実施してほ

しい。 

１ 

 道路は様々な立場の方が利用す

るため、条例案の策定にあたって

は県民コメント制度により意見募

集を行うこととしました。 

Ｅ 

合計 １４   

 


